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ジオシンセティックス論文集投稿要綱 

 

１．投稿者 

 国際ジオシンセティックス学会（以下，IGS と

いう）日本支部，または関連学会*会員。ただし，

連名のときは一名以上が上記の条件を満たしてい

ることが必要である。 

 *：地盤工学会，繊維学会 

 

２．原稿提出先 

 IGS 日本支部論文集編集委員会（以下，委員会

という）。 

 

３．投稿時期 

原稿の投稿は通年で受け付ける。ただし，投稿

には所定の締切日を設け，その期日までに投稿さ

れた原稿のうち，査読・審査を経て登載が決定し

た原稿を当該年度の論文集に掲載する。締切日は

年 1 回とし，年度ごとに委員会で決定し，告知す

る。 

また，論文集への登載が決定した原稿の著者は，

論文集の発行年に開催される IGS 日本支部主催の

ジオシンセティックスシンポジウムにて発表しな

ければならない。 

 

４．投稿区分 

 投稿区分および内容は次のとおりとする。 

1) 研究開発論文：ジオシンセティックスに関係す

る内容で，新規性，独創性がある独立した研究，

または技術開発を取りまとめたもの。 

2) 報告：ジオシンセティックスに関係する内容で，

新技術の適用や困難な条件での施工，材料の開

発，調査結果など，技術的に価値のあるもの。 

3) 招待論文：ジオシンセティックスに関する学術

的または技術的に貢献度の高い内容であり，委

員会が国内外の著名な研究者・技術者に執筆を

依頼したもの。 

いずれの区分においても，論文執筆要綱に従っ

て原稿を作成し，投稿時に投稿区分を明示する。 

 

５．査読／審査のプロセス 

1) 委員会は査読／審査を行って登載の可否を決

定する（「４．1)研究開発論文」に対しては査読，

「４．2)報告」に対しては審査を行う）。 

2) 委員会は，投稿された原稿の審査結果を著者に

伝え，登載可と判定された論文／報告に対して

修正意見に対する回答を踏まえた原稿の提出を

促す。 

3) 委員会が査読／審査結果と最終原稿の内容を

総合的に判断して最終的な登載の可否を決定す

る。 

 

６．投稿原稿の査読／審査 

〇研究開発論文 

1) 査読の目的：投稿論文が，①ジオシンセティッ

クスに関連した内容を扱っているか。②タイト

ルは適切か。③宣伝に偏っていないか。④本論

文集の趣旨に即しているか。⑤独創性，論理性，

図表の見易さ等，本論文集に掲載される論文と

してふさわしいものであるかどうかを判定する。 

2) 査読：査読は，委員会の依頼する 2 名以上の査

読者が行う。最終的な掲載可否の判定は，委員

会において別途定められた各審査項目について

査読者の判断，意見をまとめ，全項目にわたる



判断を統合して行う。論文の内容によっては投

稿区分の変更を掲載の条件とすることができる。 

〇報告 

1) 審査の目的：原稿が，①ジオシンセティックス

に関連した内容を扱っているか。②タイトルは

適切か。③宣伝に偏っていないか。④本論文集

の趣旨に即しているかを確認する。 

2) 審査：審査は，委員会の依頼する 1 名以上の審

査者が行う。最終的な掲載可否の判定は，委員

会が行う。 

〇招待論文 

1) 審査の目的：原稿が，①委員会が依頼した執筆

内容に即しているか。②タイトルは適切か。③

宣伝に偏っていないか。④本論文集の趣旨に即

しているかを確認する。 

2) 審査：審査は，委員会の依頼する 1 名以上の審

査者が行う。最終的な掲載可否の判定は，委員

会が行う。 

 

７．研究開発論文および報告の知的財産権 

1) 論文集に掲載された個々の著作物の著作権は

著作者に属する。ただし，当該著作者は，IGS

日本支部に対し，あらゆる利用行為を許諾する。

ただし，当該著作者が自らこれを利用すること

は妨げない。 

2) 前項の許諾は，投稿が受理された時点で行われ

たものとするし，不採用とされた場合は，その

決定の時点で撤回されたものとする。 

3) 投稿された研究開発論文・報告・招待論文中に

おける既存の著作物の利用（引用・転載等）に

関し権利者との間に生じた紛争については，著

作者（投稿者）がその任に当たる。 
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